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こ
の
度
の
当
八
幡
宮
随
神
門

並
び
に
参
向
殿
改
修
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
氏
子

・
崇
敬
者

の
皆
様
方
よ
り
多
大
な
る
ご
奉

賛
を
賜
り
、
本
年
二
月
末
の
締

切
ま
で
に
千
七
百

一
件
、
総
額

三
千
三
百
五
捨
九
万
円
余
の
ご

奉
賛
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
は
か
向
殿
の
改
修
工

事
に
着
手
し
、
設
計
は
新
井
建

築
工
房
、
施
行
は
有
限
会
社
鈴

木
工
務
店
と
松
尾
地
区
の
建
築

業
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

来
年
二
月
末
の
竣
工
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
の
参
向
殿
は
大
正
十
二

年
に
着
工
し
ま
し
た
が
、
当
時

不
況
の
影
響
に
よ
り
工
事
が
中

断
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
「敬

神
講
」
を
組
織
し
て
広
く
加
入

を
募
り
ま
し
た
。
大
勢
の
皆
様

方
に
加
入
い
た
だ
き
、
工
事
を

再
開
し
、
大
正
十
三
年
に
無
事

竣
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
と
は
村
落
を
基
盤
と
し
た

民
間
信
仰
の
組
織
で
あ
り
、
同

じ
信
仰
を
持
つ
人
々
が
集
い
神

を
祀
る
も
の
で
全
国
各
地
に
広

く
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
発
足
し
た
敬
神
講

は
百
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
、

現
在
も
祭
典
の
運
営
協
力
を
は

じ
め
境
内
整
備
な
ど
多
大
な
る

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。改
め
ま
し
て
、
ご
奉
賛
賜
り

度
は
参
向
殿
の
改
修
も
決
ま
り
、

益
々
地
域
に
親
し
ま
れ
る
八
幡

官
と
な
り
ま
す
こ
と
。
ま
た
、
松

尾
区
民
が
安
寧
に
過
ご
せ
ま
す

よ
う
御
祈
念
致
し
ま
す
。

ま
し
た
皆
皆
様
方
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年
度
、
鳩
ヶ
嶺
八
幡

宮
秋
季
例
大
祭
の
年
番
城
区
を

代
表
し
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
鳩
ヶ
嶺
八
幡
官
は
七
〇
〇
年

を
超
え
る
歴
史
の
あ
る
神
社
で

あ
り
ま
す
、
そ
の
由
緒
あ
る

鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
の
年
番
を
城
区

が
務
め
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

年
番
区
と
し
て
、
城
区
民

一
丸

と
な
り
、

こ
の
重
責

を
、
に
な

っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様

の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
今
年
は
、
国

道
の
拡
幅
工
事
の
関

係
で
、
八
幡
官
前
交

差
点
付
近
が
、
様
変

わ
り
し
て
お
り
ま
す
、

ま
た
神
輿
待
機
場
所

予
定
の
Ｊ
Ａ
松
尾
支

所
様
の
駐
車
場
縮
小

等
の
状
況
の
中
、
年

番

と

し

て
検

討

を

行

っ
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
計
画
途
中
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様

か
ら
ご
指
導
を
頂
き

な
が
ら
進
め
て
参
り
た
い
と
お

も
い
ま
す
。

本
年
度
の
秋
季
例
大
祭
は
九

月
二
十
六
日

（土
）
に
執
り
行

い
ま
す
。

年
番
区
と
し
て
昨
年
同
様
に

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
　
一

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
今

一

年
度
に
は
完
成
し
、
皆
様
に
　
一

御
披
露
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
樹
木
の
腐
食
、
樹
　
一

木
の
生
長
に
よ
る
構
造
物
へ
の
　
一

影
響
が
み
ら
れ
、

全

維
持
管
理
面
で

の
対
応
が
重
要

と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
参
拝
さ
れ

る
皆

様

へ
の
安

各
区
で
の
き
お
い
神
輿
、
奉
納

煙
火
、
奉
納
神
輿
を
行
う
予
定

で
す
。
八
幡
様
の
ご
加
護
の
元
、
家

内
安
全
、
五
穀
豊
穣
、
、
無
病

息
災
、
商
売
繋
盛
、
氏
子
の
皆

様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

八
幡
宮
で
は
、
神
前
結
婚
式

や
正
式
参
拝
、
各
種
御
祈
祷
、

御
朱
印
な
ど
を
承

っ
て
お
り
、

一
年
を
通
じ
各
種
祭
事
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

く
だ
さ
い
。

Ｆ
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司
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松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
香

貝
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不
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不
長

平

迎ゲ

今
年
度
氏
子
総
代
会
会
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

寺
所
区
の
鋤
柄
で
す
。
皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
精

一
杯
務
め
る
所
存
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。鳩
ケ
嶺
八
幡

宮
は
、
長
年
に

わ
た
り
、
地
域

の
絆
と
信
仰
の

象
徴
で
あ
り
多

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

氏
子
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
地
域
の
有
志
の
皆
様
や
関
係

各
位
と

一
層
の
連
携
を
図
り
地

域
の
神
社
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
よ
り
松
尾
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
会
長
を
務
め

る
事
に
な
り
ま
し
た
平
澤
で
す
。

私
の
地
元
に
は

「下
馬
の
辻
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
場
所
が
あ
り
ま

す
。
サ」こ
は
、
武
士
で
も
八
幡
宮

に
向
か
う
者
は
下
馬
を
し
て
身

支
度
を
整
え
た
場
所
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
歴
史
あ
る
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮

の
祭
事
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
事

も
増
え
、
そ
の
折
に
毎
回
感
じ

ま
す
の
が
、
各
区
よ
り
選
出
さ
れ

た
氏
子
総
代
、
敬
神
講
の
皆
様

を
は
じ
め
、
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
関

係
者
の
皆
様
が
厳
粛
な
中
で
祭

事
に
当
た
ら
れ
、
運
営
に
ご
尽

力
く
だ
さ
っ
て
い
る
姿
を
拝
見
し
、

誠
に
あ
り
が
た
く
思
う
こ
と
で
す
。
・

日
頃
よ
り
八
幡
宮
を
支
え
て

・

く
だ
さ
る
ご
苦
労
に
、

心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　

一

ま
た
昨
年
の
紅
葉
の
時
期
に

は
、
八
幡
宮
ご
協
力
の
下
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
企

画
に
よ
る

恒
例
の
フ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
随
神
門

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ヨ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
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氏
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鋤
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全
　
（※
会
長
・寺
所
）

香
山
宏
和
（※
副
会
長
・上
溝
）

竹
村
清
海
（※
副
会
長
・清
水
）

三
浦
新
治
（※
祭
祀
部
長
・明
）

一
宮
澤
健
治
　
（営
繕
部
長
・城
）

一
水
野
邦
夫
　
（会
計
・八
幡
町
）

一
木
下
浩
文
　
（祭
祀
部
・久
井
）

久
保
田
晃
　
（祭
祀
部
・水
城
）

・
佐
藤

一
郎

（財
務
部
・代
田
）

一
松
葉
政
男
（営
繕
部
・常
盤
台
）

注

【
※
責
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照
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い
創
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靖
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員
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状
ズ
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員
長
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明
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宗
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テ
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※

「に
ぎ
わ
い
創
出
委
員
会
」

鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
の
魅
力
を
発
信
し

地
域
の
神
社
と
し
て
親
し
ま
れ
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

年番区のご挨拶

を
行
な
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
一　
く
の
皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
し

　

か
向
殿
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
確
保
に
向
け
て
年
次
計
画

ラ
イ
ト
を
受
け
て
水
面
に
映

一　
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
　
　

区
民
の
皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

る
紅
葉
の
美
し
さ
。
随
神
門
周

一　
　
か
つ
て
の
に
ざ
わ
い
を
再
度

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
　

最
後
に
、
八
幡
官
の
ご
加

り
に
映
し
出
さ
れ
た
幻
想
的
な

一
創
出
し
、
老
若
男
女
に
親
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　

護
に
よ
り
、
氏
子
の
皆
様
の
、

評
醒
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銘
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ご
案
内

四
月
十

一
日
　
十
二
日
　
　
　
春
季
例
大
祭

五
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
菊
花
会
総
会

六
月
二
十
六
日
　
　
　
　
　
　
夏
越
の
大
祓

七
月
二
十
六
日
　
　
　
　
　
　
敬
神
講
境
内
車
刈
　
清
掃

九
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
神
社
庁
飯
伊
支
部
中
部
部
（不神
職
氏
子
総
代
総
会

九
月
二
十
六
日

・
二
十
七
日
　
秋
季
例
大
祭

十
月
二
十
六
日
～
十

一
月
二
十
三
日
　
菊
花
展

十

一
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
地
区
還
暦
の
会

十

一
月

一
・八
・十
四
・十
五
日

七
五
三
詣

指
定
日

十

一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
地
区
神
職
氏
子
総
代
総
会

十

一
月
六
日
～
十

一
月
二
十
三
日
八
幡
宮
境
内
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

十

一
月
二
十
三
日
　
　
　
　
　
勤
労
感
謝
森
・年
番
引
継
神
事
（敬
神
講
斎
行
）

十
二
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
本
殿
注
連
縄
奉
納
（年
番
常
盤
台
区
）

十
二
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
歳
越
の
大
祓

一
月

一
日
～
三
日
　
　
　
　
　
歳
旦
祭

・
昇
殿
参
拝

一
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
一父
通
安
全
祈
願
指
定
日

一
月
三
十
日
　
三
十

一
日
　
二
月
七
日
　
厄
除

・
合
格
祈
願

指
定
日

二
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
建
国
祭

年
番
安
全
祈
願
祭
（敬
神
講
斎
行
）

三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
社
庁
飯
伊
支
部
神
職
氏
子
総
代
総
会

三
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
退
任

・
新
任
奉
告
祭

毎
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
次
祭

◎
語
祈
願

（通
年
受
付
）

神
前
結
婚
式
　
初
富
参
り
　
安
産
祈
願
　
七
五
三
詣

家
内
安
全
　
交
通
安
全
　
新
車
入
魂
　
商
売
繁
盛

入
試
合
格
　
厄
除
祈
願
　
各
種
安
全
祈
願
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こ
の
度
は
、
松
尾
地
区
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
あ
る

鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮

「随
神
門
」
と

「が
向
殿
」
の
改
修
に
伴
う

ご
奉
賛
を
松
尾
地
区
民
の
皆
様
、

松
尾
地
区
内
外
の
皆
様

・
企
業

の
皆
様
へ
お
願
い
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
令
和
八
年
四
月
十

一

日
現
在
で
、
延
べ

一
、
七
〇

一

件
、
三
二
、
五
九
二
、
五
〇
〇
円

の
ご
奉
賛
を
い
た
だ
き
ま
し

当
神
社
が
多
く
の
皆
様
か
ら

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
改

て
強
く
感
じ
た
次
第
で
あ
り

す
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

げ
ま
す
。

飯
田
市
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
随
神
門
の
改

修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
六

年
十
二
月
に
完
成
い
た
し
ま
し

た
。
が
向
殿
改
修
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
年
十
月
頃
か
ら

始
ま
り
、
来
年
二
月
頃
に
完
成

の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
改
修
工

事
が
無
事
行
わ
れ
ま
す
事
を
祈

念
し
つ
つ
、
皆
様
か
ら
賜
り
ま

し
た
ご
厚
情
ご
支
援
に
あ
ら
た

め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

呼
び
込
み
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
特
に
、

恋
愛
成
就
や
良
縁
を

願
う
若
者
の
参
拝
増

加
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
水
引
に
は

「

を
切
る
」
と
い
う

味
合
い
も
あ
り
、

気
や
悩
み
、
悪
縁
と
の
縁
を

ち
、
健
康
や
幸
福
と
の
縁
を

ぶ
と
い
う
新
た
な
祈
願
の
形
も

提
案
で
き
る
。

具
体
的
に
は
、
水
引
細
工
を

用
い
た
お
守
り
や
、
御
朱
印
に

水
引
飾
り
を
添
え
る
工
夫
が
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
願
い
事
に

応
じ
て
色
を
変
え
、
健
康
祈
願

は
緑
、
恋
愛
成
就
は
ピ
ン
ク
、

交
通
安
全
は
青
、
金
運
は
黄
色

と
す
る
こ
と
で
、
見
た
目
に
も

楽
し
く
親
し
み
や
す
い
授
与
品

と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
魅

力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
れ
ば
、

私

が

「舞
姫
」

に
挑

戦

し

よ
う
と
思

っ
た
き

っ
か
け
は
、

七
五
三
や
初
詣
な
ど
で
な
じ
み

が
あ
る
八
幡
様
に
舞
を
奉
納
す

る
こ
と
を
知
り
、
家
族
も
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

五
年
生
で
初
め
て
練
習
し
た

時
は
、
手
足
の
動
き
、
一扇
や
鈴

の
扱
い
方
、
独
特
の
リ
ズ
ム
感

な
ど
覚
え
ら
れ
る
か
と
て
も
不

安
で
し
た
。
で
も
、
遠
山
さ
ん

や
先
輩
方
、
共
に
が
ん
ば
る
仲

間
の
お
か
げ
で
少
し
ず

つ
上
手

に
舞
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
番
で
は
自
信
を

持

っ
て
み
ん
な
と
心
を

一
つ
に

し
て
舞
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一ヾ

飯
田
市
松
尾
は
、
か
つ
て
全

国
有
数
の
水
引
産
地
と
し
て
栄

え
た
地
域
で
あ
る
。
水
引
に
は

「人
と
人
を
結
ぶ
」
「心
を
結

ぶ
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
お
り
、
古
く
か
ら
日
本
人
の

暮
ら
し
や
祈
り
と
深
く
結
び
付

い
て
き
た
。
そ
こ
で
提
言
し
た

い
の
が
、
松
尾
の
八
幡
様
を
「縁

結
び
の
神
様
」
と
し
て
発
信
し

て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。

松
尾
地
区
の
基
本
構
想
に
も

あ
る
よ
う
に
、
地
域
資
源
で
あ

る
水
引
と
八
幡
様
を
結
び
付
け

る
こ
と
で
、
新
た
な
参
拝
者
を

撮
冨

ぬ
羅
哲
筵
綴
盈
経
辱

水
城
区

勝
野
　
　
薫

R
孝

構ヶ機八情宙オリジナル

水引比翼御守

八幡様の神使であり、

平和の象徴であるハ トの翼を

縁結びの水引で象りました。

二人が仲良く寄り添う r比翼」
の祈 りを込めたお守りです。

こ が が い い 経 に

な 計 の 人 懸 神
り画 皆 ・ 念 門 八
ま が 様 団 さ ・ 幡
し 執 か 体 れ 参 宮
た 行 ら 。た 向 の°
で 奉 企 財 殿 課
皆 き 賛 業 源 の 題
様 る 金 様 が 改 で
の 見 を な 地 修 あ
ご 込 賜 ど 域 事 つ
支 み り多 の 業 た
援 イこ  
｀
 く イ固イよ随

上 ま め 支 た

I

艦
錆

陥

春
と
秋
に
舞
う
た
び
、
自
分

に
自
信
が
つ
い
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
い
よ
い
よ
最
後
と
な
る

秋
の
例
大
祭
で
は
、
今
ま
で
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
、
神
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
最
高
の
舞
を
披
露
し
た

い
で
す
。

最
後
に
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー

大
募
集
中
で
す
。
四
、
五
年
生

の
み
な
さ
ん
で
少
し
で
も
興
味

が
あ
る
方
は
気
軽
に
見
学
、
体

験
し
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

結 断 病 意 縁

舞姫iこ岳
―
キ|

松
尾
な
ら
で
は
の
特
色
と
し
て

全
国
へ
広
が
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。
八
幡
様
と
水
引
の
融

合
は
、
地
域
の
歴
史
を
未
来

ヘ

つ
な
ぐ
新
た
な

一
歩
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

菊
花
展
の
継
続
が
で
き
な
く

な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

菊
づ
く
り
は
、
気
候
に
左
右

さ
れ
、
手
間
も
か
か
り
ま
す
が
、

見
応
え
の
あ
る
花
が
咲
き
ま
す
。

菊

の
栽
培
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
菊
の
苗
は
用
意
致
し
ま
す
。

八
幡
宮
ま
で
、
連
絡
を
下
さ
い
。

に
ぎ
わ
い
創
出
委
員
会
で

は
、
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
が
地
域
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
親
し

み
や
す
く
、
気
軽
に
足
を
運
ベ

る
場
所
と
な
る
よ
う
活
動
を
進

詭
肖

菊
花
〈【〈不長
森
本
英
実

機

今
年
も
例
年
通
り
、
菊
花
展

に
向
け
、
準
備
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
菊
花
会

の
会
員
の
高
齢

化
に
よ
り
、
菊
を
栽
培
す
る
人

が
減
少
し
て
お
り
、
新
し
く
菊

を
栽
培
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

出
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
今
後
、

■
“

ヤ

松尾小学校6年 (新井区)

森本 実心
*

鳩ヶ嶺八幡宮 令和 7年度決算報告書め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
神
社

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設

し
、
行
事
や
境
内
の
様
子
、
四

季
折

々
の
風
景
な
ど
を
発
信

す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
身
近
な
情
報
を
届
け
る
こ

と
で
、
八
幡
様
を
訪
れ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま

す
。
ま
た
老
若
男
女
を
問
わ
ず

2円
1円
1円

自 令和7年 4月 1日

歳 入 金 額 5
歳 出 金 額 2

次年度繰越金  3

至 令和8年 3月 31日
１

６

５

９

５

３

１

３

８

３

０

２

３

３

０

9,

0,
9,

(単位 :円 )

石
段
を
駆
け
上
が
る
ス
テ
ア
ク

の
向
上
を
図
る
た
め
神
職

・
氏

ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま

子
総
代
の
要
請
に
応
じ
、
会
員

し
た
。
参
加
者
の
力
走
に
大
き

全
員
で
援
助
協
力
を
継
続
し
て

な
声
援
が
送
ら
れ
、
境
内
は
笑

ま
い
り
ま
す
。

顔
と
拍
手
に
包
ま
れ
、
大
い

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の

験
を
生
か
し
、
今
後
も
新
し

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ま

り
ま
す
。
歴
史
あ
る
八
幡
様

こ
れ
か
ら
も
世
代
を
越
え
人

集
い
、
地
域
の
心
の
よ
り
ど

ろ
と
な
る
よ
う
、
委
員
会

一
同

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

で
楽
し
く
前
向
き
に
取
り
組
ん

　

工
事
完
成
の
暁
に
は
、
多
く

で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆

の
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
う
八
幡
宮

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
　
の
景
色
が
目
に
見
え
る
様
で
す
。

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

最
後
に
八
幡
宮
の
ご
加
護
に

よ
り
地
域
の
皆
様

の
ご
健
勝
と

益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

魂
極
忽

譲
拶

鳩
嶺
会
会
長

遠
藤
　
信

一

令
和
八
年
度
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮

鳩
嶺
会
総
会
に
お
い
て
会
長
に

遠
藤
信

一
（城
）
、
副
会
長
に
中

　

八
幡
宮
の
神
前
式
は
、
多
く

山
明
（久
井
▼
加
藤
潔
（代
田
）

の
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き

の
二
名
が
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
た
神
聖
な
場
所
で
、
心
が
洗
わ

氏
子
総
代
を
退
任
し
た
我
々

れ
る
よ
う
な
清
々
し
い
雰
囲
気

は
鳩
嶺
会
会
員
と
し
て
、
鳩
ヶ
　
の
中
、
二
人
の
門
出
を
神
々
に

嶺
八
幡
宮
の
興
隆
と
敬
神
思
想

奉
告
し
、
新
た
な
人
生
を
共
に

歩
ん
で
い
く
誓
い
を
立
て
、
明

る
く
幸
せ
な
家
庭
を
築
か
れ
る

よ
う
祈
念
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
儀
式
を
通
し
て
、
よ
り

夫
婦
間
、
家
族
間
の
絆
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
子
供
が
産
ま
れ
た
ら

お
宮
参
り
や
七
五
三
の
お
祝
に

…
と
、
永
く
お
付
き
合
い
を
続

け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
、
御
相
談
下
さ
い
。

申
込
み
　
８
２３
‐
７
３
４
３

参
向
殿
ま
で

ら

超

こ
の
春
か
ら
神
事
の
お
手
伝

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

安
産
祈
願
、
初
宮
参
り
な
ど
の

新
し
い
命

へ
の
想
い
。
厄
除
け

祈
願
、
合
格
祈
願
と
い
っ
た
人

生
で
の
節
々
の
願
い
。
そ
う
し

た
参
詣
の
皆
様
に
、
少
し
で
も

寄
り
添
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
今
年
は

結
婚
式
の
ご
用
命
が
三
組
あ
り

ま
す
。
新
た
な
門
出
を
八
幡
宮

で
お
誓
い
に
な
る
皆
様
の
、
ご

多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

第2回
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士

科    目 7年度予算額 7年度決算額 差引増減額

歳

　
　
入

前年度繰越金 23,800,141 23,800,141 0

幣  畠  料 10,000 10,000 0

玉  串  料 4,500,000 4,500,400 400

賽 銭 1,700,000 1,727,506 27,506

神 符 頒 布 料 9,300,000 9,757,527 457,527

財 産 収 入 4,150,000 4,149,104 ▲ 896

寄 付 収 入 27,000,000 15,121,000 ▲  11,879,000

不ll 息 6,000 75,996 69,996

雑  収  入 906,000 190,238 ▲ 715,762

歳 入 合 計 71,372,141 59,331,912 ▲ 12,040,229

歳

出

祭  典  費 2,300,000 2,600,442 300,442

社  務  費 5,400,000 5,148,671 ▲ 251,329

財 産 管 理 費 3,000,000 3,648,031 648,031

神 符 奉 作 費 4,200,000 4,336,900 136,900

随神門等改修費 13,000 0 ▲  13,000

減 価 償 却 費 793,199 793,199 0

修 理 営 繕 費 1,000,000 209,736 ▲ 790,264

水 道 光 熱 費 600,000 626,720 26,720

備品消耗品費 400,000 257,098 ▲ 142,902

会  議  費 150,000 102,056 ▲ 47,944

負  担  金 450,000 286,600 ▲ 163,400

研  修  費 400,000 388,059 ▲ 11,941

交  際  費 150,000 114,420 ▲ 35,580

催  事  費 50,000 50,800 800

広 告 宣 伝 費 500,000 477,366 ▲ 22,634

通  信  費 150,000 203,279 53,279

公 租 公 課 650,000 632,253 ▲ 17,747

事  務  費 500,000 168,581 ▲ 331,419

手  数  料 10,000 251,750 241,750

雑 費 0 7,600 7,600

歳 出 合 計 20,716,199 20,303,561 ▲ 412,638

次 年 度 繰 越 金 50,655,942 39,028,351 ▲ 11,627,591


